
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○「授業づくりのステップ１・２・３」を活用
した指導の徹底を行う。
○昨年度見直した「学習の約束」の遵守
を職員も児童も徹底していく。
○「児童が自分の考えを伝えること」に
重点を置く。意図的な活動を仕組むよう
な手立てを考えて実行していく。

○教職員アンケートで、「授業づくりのステップ
１・２・３」に沿って、普段の授業の振り返りや見
直しを行っていることに肯定的に回答した教員
が90％以上、加重平均3.4以上。
○児童アンケートで「学習の約束を守ることがで
きている」に肯定的に回答した児童の割合が
90％以上、加重平均3.5以上。
○児童アンケートで「自分の考えを伝えること」
に肯定的に回答した児童の割合が90％以上、
加重平均3.3以上。

・「授業づくりのステップ１・２・３」を活用した
本校校内研の取組を徹底していく。普段の
授業の振り返りや見直しを行い、互いの授
業を見合って意見交換を行う。
・「金立小学校　学習の約束」を児童の主体
的・対話的で深い学びの実現に向けて見直
しと改善を図る。
・「話し合う」時間を意図的に仕組むことで児
童自身が実感を伴って考えを伝えることがで
きるように工夫する。

B

・各自、年間４回のペア研には着実に取り組んて
いるが、「授業」の取組については、肯定的に回答
した教員の割合は、89.5％、加重平均3.32という
結果であり、わずかに指標を達成できていない。
・「学習の約束」の取組については、肯定的に回
答した児童は、93.5％、加重平均3.47であり、割合
は目標を達成している。
・「話し合う」取組については、肯定的に回答した
児童は、78.8％、加重平均は3.22と目標を達成で
きておらず、次年度に向けての課題である。

B

・生活環境や発達の違いも含めて、学習到達点を
等しく願い、配慮しながら取り組まれていることが
感じられる。活動において十分に取り組まれてい
ると思う。
・「話し合う」取組について、自分の考えを言葉で
伝えることが難しい児童もいると思われるので、ど
のように伝えるか、今後検討していただきたい。
・学力向上に関する取組や実態を外部にも教えて
ほしい。
・学校運営協議会で、教育課程についての協議が
十分になされていない。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇学校生活アンケートの道徳に関する項目
において、肯定的な回答をした児童の割合
が90％以上。
○児童アンケートで「人権集会などを通して
人権について深く考えることができた」に肯
定的に回答した児童の割合が90％以上

・道徳科の授業づくりに関する校内研修を実
施
・授業参観で「ふれあい道徳」を行い、保護
者への啓発を図る。
・毎月第３水曜日に人権集会または、人権教
室を行い、児童の人権意識の高揚を図る。

A

・学校生活アンケートの道徳に関する項目におい
て、肯定的な回答をした児童の割合が94.7％、加
重平均3.6と指標を達成している。
・児童アンケートで「人権集会などを通して人権に
ついて深く考えることができた」に肯定的に回答し
た児童の割合が92.6％、加重平均3.55という結果
となり、割合は目標を達成している。

A

・対話を大切にし、小さな呟きにも耳を傾け肯定的な言
葉がけを児童へ伝えていきたい。
・地域の行事にもたくさん参加しているので、そのときの
様子からも、子どもたちの人権についての意識が分か
る。
・学校で会うと気持ちよく挨拶できている子が多くみられ
る。
・先生方の意識があるからこその心の教育だと思う。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○教職員アンケートで「いじめの未然防止及
び早期発見・早期解決のための組織的・継
続的な対応ができている」に肯定的に回答し
た教職員の割合が90％以上。
○児童アンケートで「学校が楽しい」と回答し
た児童の割合が85％以上。

・毎月の子ども支援会で、気になる児童や問題行動を
確認するとともに、学年グループを中心に複数の教員
で児童に関わる。いじめにつながる言動の早期発見・
早期対応に努める。
・毎月の「いじめ・いのちを考える日」に「生活と心のア
ンケート」を実施し，気になる児童について情報を把握
して面談等を行い、解決を図る。
・人権教室や道徳の授業を通し、いじめをしない，いじ
めを許さない児童を育てると共に，支持的風土のある
学級づくりをする。

B

・毎月｢生活と心のアンケート｣を児童にとり、気に
なる児童への対応及び職員での共有を行うことが
できた。
・教職員アンケートで「いじめの未然防止及び早
期発見・早期解決のための組織的・継続的な対応
ができている」に肯定的に回答した教職員の割合
が95％以上であった。
・児童アンケートで「学校が楽しい」と回答した児
童の割合が84.3％と目標よりは若干下回った。

B

・自己表現を上手にできない児童でも個別に
文字で今の気持ちを素直に伝えることができ
るアンケートを定期的に実施されていることは
とても良いと思う。
・アンケートだけでは、十分でないかもしれな
い。
・どこにどんなふうに困っているのか、いろい
ろなことに目を向けて心を育ててほしいと思い
ます。

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒95％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」につい
て肯定的な回答をした児童生徒90％以上

・中学校区の共通取組「出番・役割・承認」を全
教職員で具現化する。
・キャリアパスポートを活用し、児童一人一人の
個人目標の自己決定に向けた指導の充実を図
る。また、その目標達成に向けた取組や活動の
振り返りを記録し、自己の変容を意識させるな
ど、キャリア教育の充実を図る。

A

・12月アンケート結果は、95.7％となり、目標を
上回った。しかし、否定的な回答をした児童が
10名、有効回答が得られていない児童も数十
名いることを認識しておく必要がある。
・アンケート結果は、93.4％と今年度は目標を
上回った。少しずつ上昇傾向にあると感じる。
今後も、児童の自己肯定感を高めていく指導
を実践していく。

A

・大規模校では体験が難しいことも金立小学
校だから可能なことがある。一人一人が大切
にされている実感がある。
・ふれあい文化祭や６年生ありがとう集会等
で、児童が輝いている姿を見て感動した。先
生方のお陰だと思う。

●不登校解消と未然防止の取り組み。 ○不登校児童や不登校傾向の児童の登校
日数を前年度より10％以上増やしていく。

・ＳＣや関係機関との連携を強化していく。ま
た、ケース会議等で組織的な対応ができる
ようにする。
・ＳＣ等へ依頼して不登校対策の研修会を実
施し、教職員の対応力を高めていく。

A

・各家庭とSC、SSW、職員で連携して支援す
ることで、登校できている児童も数名いる。
・ある児童は昨年度の出席率が15.5％だった
のに対し、今年度は32％と16.5ポイント増えて
いる。

A

・子どもが不登校になることにより、家庭に引
きこもり、それが社会問題となる。良くないこと
は、事が大きくならないように、早く芽を摘んで
ほしい。

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」
❹「安全に関する資質・能力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が
１週間で４２０分以上の児童生徒７５％以上
❷給食後の歯みがき100％
❸「健康に良い食事をしている」児童生徒
85％以上
❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

・「さわやかタイム（縦割り活動）」を実施し、戸外
での運動を推奨する。
・「保健タイム」を実施し、養護教諭作成のスライ
ド教材を活用した担任による保健指導を行う。
・給食便りで朝食の必要性や給食献立について
伝える。朝食についてのアンケートを実施する。
・養護教諭や栄養職員、歯科校医等と連携し
て、健康や食育に関する指導や授業を行う。
・警察の方や指導員の方を招いて交通安全教室
を実施し、保護者に県警からの交通安全に関す
るお便りを配布することで、交通安全に対する正
しい行動の仕方を身につけるようにする。

A

・2学期と3学期に全校児童参加型のスポーツ大
会を行った。綱引きなど、児童が触れる機会の少
ない競技を行ったことで意欲的に参加する姿が見
られた。
・高学年のアンケートで、6月「歯を大切にしよう」9
月「熱中症に気をつけよう」11月「グーペタピンで
良い姿勢」の保健タイムはためになったとの質問
に肯定的に答えた児童が100％であった。
・1月アンケート結果で、給食後に歯みがきをして
いますかの質問に肯定的に答えた児童が97.4%で
あった。
・前期に交通安全に対する正しい行動の仕方を学
んだことをもとに、後期も続けて守り、児童の交通
事故０に向かった。

A

・ゲームよりも楽しい活動や探求する環境づく
りで、わくわくする集団であってほしい。
・朝の見守りをしていて、歩いて登校し元気に
挨拶する子が多くなった。

各家庭に配布した「金立スタンダード」に
基づき、本校児童の健康・安全を支える
望ましい生活習慣について具体的な
ルールやマナーを示し児童と共に保護
者へも啓発を行う。

①欠席・遅刻・早退・見学などの重要な連絡
事項の確認漏れゼロを目指す。
②服装や持ち物に関するきまりについて、児
童や保護者への周知徹底を図る。
③児童の日常の健康管理や病気の予防に
ついての知識理解を深める。

①本校児童の全世帯に学校出欠連絡アプリ
の登録を推奨し全校一括で利用する。
②「金立小のよい子のきまり」と共に、服装に
ついてのプリントを配付する。
③季節のタイミングに応じて、年間８回程度
の保健タイムを行い、児童への啓発を行う。

A

・出欠アプリの登録が普及により、職員による朝の出欠
アプリの閲覧がほぼ定着している。
・体育の学習の服装において、職員も保護者も共通理
解が図られ、服装についての文書配布は有効であっ
た。反面、一部の児童において、タイツ等の着用が見ら
れ今後の課題も残された。
・保健委員会による児童集会がタイムリーに行われ、健
康や安全に対する児童の意識向上が促進された。

A

特になし

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当
たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・連絡会時には、自身の時間外在校等時間
を確認する時間を設定し、上限４５時間の遵
守に対する意識の向上を図る。
・夏季休業中に年次休暇を取得しやすいよう
に、行事計画を工夫する。

B

・下期は、退勤時刻が早くなり、45時間を超え
る職員が減り、毎月２割以下になっている。
・年次休暇14日以上取得した職員は３割弱
で、今後年休を取得しやすい環境づくりが必
要である。

B

・年休を取得することが簡単でないようだが、
少しでも教職員の方の負担が軽減できる体制
ができればいいと思う。
・業務の効率化や時間外勤務の削減に向け
た取り組みが進められていると思います。

○服務規律の保持と働きやすい職場環
境づくり

○教職員アンケートにおいて「学校の内外を問
わず危機管理意識をもって行動できている」に
肯定的に回答した教職員が100％
○年間をとおして、教職員の信用失墜行為ゼロ

・毎月１０日を「不祥事根絶ゼロの日の取組」の日と
し、不祥事予防のための個人チェックをすることによ
り、職員の危機管理意識を高める。
・「風通しのよい職員室」にするために、勤務時間内に
授業や児童についての情報や悩みを共有する時間を
確保するために、放課後の行事を精選する。

B

・「ゼロの日」の取組を継続して行っている。下期、交
通加害事故やその他の不祥事は0件であった。
・全職員が肯定的な回答をしているが、加重平均3.91
であった。今後も県の資料等を活用し、４をめざして、
不祥事防止への意識向上を図る。

A

・教職員の方の意識の高さが感じられる。今
後も継続してほしい。

●特別支援教育の充実

○個々の児童の「困り感」に寄り添った
教育の実現

○教職員アンケートにおいて、「特別支援教
育に関する専門性が向上した」について肯
定的に回答した教職員の割合が85％以上。
「特別支援的な配慮を心掛けている」につい
て肯定的に回答した教職員の割合が90％以
上。

・年間３回以上研修会を行い、教員の専門的
知識を深める。
・子ども支援会や気になる児童の事例研究
などを通して児童理解に努め、個の「困り感｣
に寄り添った指導・支援を行う。 A

・アンケートに肯定的に回答した教職員の割合が
100％であり、成果指標を達成することができた。
・特別支援学校との交流は、学校紹介や校内探検、
メッセージ、出し物、エアトランポリンやパラバルーン
の活動、グループ交流などで、交流を深めることがで
きた。特別支援学校の子ども達と一緒に楽しめるよう
に内容を工夫しながら取り組むことができた。

A

・時々、校内を見学しているが、どの学級も落
ち着いた学習態度で、感心している。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域連携教育

○ふるさとを愛する児童の育成と地域・保護者に
開かれた学校づくり

○児童アンケートで「ふるさと『金立』に愛着をもち大
切にしようと思う」に肯定的に回答した児童の割合が
95％以上。
○保護者アンケートで「学校と地域が連携しながら取
り組んでいるか」について肯定的に回答した割合が
95％以上。
○平均、週に1回以上の学校ＨＰのお知らせ、学校Ｈ
Ｐのイベントギャラリー等の更新を行う。
○年間を通して、20号以上の学校便りを発行する。

・金立町の教育資源や人材等を活用した「金立郷土か
るた大会」や「金立探検隊」などを通して、児童がこれ
まで以上にふるさと「金立」のことを知り、愛着をもつこ
とができるようにする。
・「千の花の会」との植樹（３年生）や「美化美化大作
戦」への児童の参加などを通して、地域とつながる取
組の充実を図る。
・これまでの連携実績を踏まえ、今後の金立小学校地
域連携モデルを構築する。

A

・アンケートに肯定的な回答をした児童は、97.8％で
あった。地域と連携したさまざまな活動を通して、郷
土愛が育まれていることを感じる。
・保護者アンケートでは、肯定的な回答が98.6％と
なっており、保護者・児童・学校を含めて金立町に関
わる存在であることが定着している。
・下半期、学校HPのお知らせは14回、イベントギャラ
リーは47回更新し、情報発信に努めている。

A

・学校便りの発行が、成果指標に到達できて
いない。子どもたちが目にしたときに、友達が
掲載されたことなどが家庭で話題になる。
・他の地域にはない、誇りある活動だと思う。
・避難訓練なども地域と一緒にやってみたい。
・地域に特化した取組に、地域でも子どもたち
からパワーをもらっているのではないか。

○幼保小連携教育

○雄飛学園教育構想による金泉校区の教育推
進

○幼保小連携協議会や雄飛学園教育研究会におい
て，職員の交流や連携を図る。
(連絡協議会２回、合同研修会３回の実施）

・金立幼稚園、千布幼稚園との幼保小連携協議会で
は、１年担任など学校職員も積極的に参加を促してい
く。
・金泉中、久保泉小の教職員との相互フリー参観を計
画的に実施し、小小連携、小中連携を推進する。
・教職員の３校合同会議・合同研修を行い、雄飛学園
教育の取組の推進を図る。
・｢出番・役割・承認」の取組の徹底を図る。

A

・幼保小連携では、わくわく園訪問や、合同研修会など
で情報を共有することができた。また、校区の幼稚園の
作品展を担当者が観覧し、新入児の学習のようすなど
を確認することができた。
・小小中連携では、金立小で公開授業を行い、参観者
に気づきをもらって交流を行った。冬休みに教務で次年
度の計画をすり合せ、3校で年間計画表を作成すること
ができた。今年度は、金立小が幹事校であったため、次
年度への引き継ぎなどを行っていく。

A

・今年度は、具体的な目標や願いを共有でき
て更に取組が充実したような感じがした。幼保
小の指導要領の勉強会もできたらと思う。
・情報交換は大切だと思う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上について、本校児童の学力の課題を分析し、目標とする児童の姿を具体的に描き、そのための手立てを考え、校内研究を中心に取り組んでいく。
・「学校が楽しくない」と感じている児童に対して、個別に支援すると同時に、全ての児童にとって学校・学級が居心地のよい場所となるように、環境や授業のＵＤ化、学級づくりを推進する。
・年次休暇を取りやすくするために、放課後や長期休業中の行事を精選する。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・校内研究を中心に全職員で「金立小授業づくりチェックシート」に沿って、普段の授業の振り返りや見直しを行ってきたが、全校的に「自分の考えを伝える」ことに対する意識が低かった。まずは自分の考えをもつことができる

課題を設定し、話し合いの目的を明確にすることにより、児童が「自分の考えが伝わった」と実感できるようにする。

・より多くの児童が「学校が楽しい」と感じることができるように、特別支援教育に関する研修を充実させ、学校生活で困り感をもつ児童への指導支援を充実させる。

・時間外在校等時間が４５時間を超える職員が固定化しているため、業務の平準化や働き方の意識改革を推進していく。また、地域人材による学校への支援が、教職員の業務軽減とつながった、今後も連携を密に行っていく。

２　学校教育目標 　志高く　　心豊かに　　学ぶ　金立

３　本年度の重点目標
①目指す子ども像（かしこい子・やさしい子・たくましい子・ふるさとを愛する子）の確かな実現　　　　②特別支援教育の充実

③働きやすい職場環境づくり 　　④地域・保護者に開かれた学校づくり

学校名 佐賀市立金立小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

最終評価 学校関係者評価


